





















(1) 未然/己然(irealisvs. realis) 
(2) 点/継続(punctualvs. durative) 
























存在を表す動詞 eruに完了の助動詞が承接した edaは，形の上では(1， 1， 1)だが，実は意味
的には(1， 1， 0)を表している.標準語の「いる」にあたるのである.iいた」にあたる(1， 1， 1)
の表現は存在を表す aruに完了の助動詞が承接した ataが・TE形についた edataとなる.本稿
では以下の記述において edaとその派生形を未完了の形式として扱う.
この eda，ataは動詞の -TE形と融合して継続相に対応する形式を作る.
(0，0，0) (1， 1，0) (1， 1， 1)
aru a凶
eda edata 
kagu ka'edとda ka 'edata (ka' edとata)
tobu tondeda tondata (tondeata) 
ロ11ru mideda midat主(mideata)
mru nideda nidata (nideata) 
kuru kiteda kitata (kiteata) 












3-1. (0， 0， 0) 
未然，点，未完了の形式である.終止形(長語幹に語尾 -uが付いた形)がこれにあたる.意味
的には (1)未来用法 (2)習慣 (3)時聞に中立な用法がある.










hUgUllO kimo tabereba s泊u. ふぐの肝を食べると死ぬ.
ある種の動詞はこの形が未来ではなく現在用法を持つ (3-5.参照).





3-3. (0， 1，0) 
未然，継続，未完了.
eruとその派生形.
ka'edとru tonderu mideru nideru kiteru siteru 
未来について言及するとき edaとその派生形を用いることができない.
asitano emagoro kogo品 eru. 明日の今頃ここにいる.











形は 3-1.(0， 0， 0)と同じく終止形なのだが，ある種の動詞は未来というより現在の用法を
持つ.可能(能力)・必要・思考(感情)などがそうである.
haga'とgu. はかどる.はかが行く.










3-6. (1，0， 1) 
己然，点，完了.
完了の助動詞が承接した形式(ただし edaは例外)がこれに該当する.
ka' eda sinda mida nida kita sita 
過去のある時点に起きた動作(継続性はないか，問題にしていなしリをあらわす.
「問題にしていなし、」というのは，明らかに習慣を示唆する副詞句がある場合を合む.
mugasi yogu yondamonda. 昔よく読んだもんだ.
大過去用法に該当する形式は3-8.参照.
3-7. (1， 1，0) 
己然，継続，未完了.
edaとその派生形式がこれに該当する.また， aruの終止形は意味上ここに属す.
ka' ededa tondeda mideda nideda siteda 
典型的には現在の時点を合む幅のある時間での進行中の動作を表す.
____.:moededaga? (~~燃えてるか.














に(1，1，0)を表し，ka' ededa， etc.は(1，1， 1)を表すという.
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秋田県男鹿方言の時間表現
3-8. (1， 1， 1) 
己然，継続，完了.
ataとその派生形式がこれに該当する.


















repooto mada kaganabと. レポートまだ書いてないだろ.
Buronsonte mada sinanabe? (チャールズ、・)ブロンソンってまだ死んでないだろ?
一一 anoeega midaga? あの映画見た?
一一 mime. 見てない.
それぞれ，文字通りには「書かないJr死なないJr見なしリに相当する形式である.それを
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